
取得免許・
資格

  保健師国家試験受験資格
  養護教諭⼆種免許状
  ⼀種衛⽣管理者

養護教諭⼀種免許状

・看護管理論
・⽣態機能看護学Ⅲ*

・公衆衛⽣看護学Ⅱ**
・公衆衛⽣看護学Ⅲ**
・公衆衛⽣看護技術論Ⅰ**
・公衆衛⽣看護技術論Ⅱ**
・組織協働活動論**
・公衆衛⽣看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅱ**
・公衆衛⽣看護管理論**

・教職実践演習(養護教諭)***
・養護実習事前事後指導***

・公衆衛⽣看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅰ** ・学校保健学***
・健康教育論***

・不登校・ひきこもり援助論*
・⼦供学習⽀援論*
・プレインターンシップ*
・専⾨職連携⼊⾨*

・遺伝学*
・栄養学
・保健社会学
・公衆衛⽣学

・⽣態機能看護学Ⅰ・Ⅱ
・看護⽣化学
・感染・免疫看護学演習
・基礎看護学概論
・基礎看護技術論
・キャリア像確⽴講義Ⅰ*

教養科⽬ 基礎科⽬

注1)掲載している科⽬は⼀部である。
注2) *は選択科⽬である。
注3) **は選択科⽬のうち、保健師サブコースにおける資格必修科⽬である。
注4) ***は選択科⽬のうち、養護教諭サブコースにおける資格必修科⽬である。
注5)     は実習科⽬である。
注6)     は看護学部の科⽬以外の養護教諭資格必修科⽬である。
注7) ★は保健師免許取得後に、申請により取得できる資格である。

アドミッション・ポリシー

１．⾼等学校等で履修した教科・科⽬について、基礎的な知識・技能を有している。    ２．情報をもとに分析する技能を⾝につけている。    ３．論理的に思考し、判断することができる。
４．⾃らの考えを適切に表現することができる。    ５．様々な課題について主体的に取り組む姿勢がある。    ６．多様性を尊重し、多様な⼈々と協働して取り組むことに意欲がある。

看護学部カリキュラムツリー

4年次

・卒業研究

3年次

1年次

・リーディングⅠ
・ライティング
・ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ・Ⅱ
・コリア語Ⅰ-(1)・(2)*
・中国語Ⅰ-(1)・(2)*
・仏語Ⅰ-(1)・(2)*
・独語Ⅰ-(1)・(2)*
・海外語学実習事前指導*
・海外語学実習*
・Introduction to Studying
 in English
・情報処理演習Ⅰ
・情報処理演習Ⅱ***
・教養演習

・保健医療福祉政策論Ⅱ*・リーディングⅢ*

・リーディングⅡ
・ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
・コリア語Ⅱ-(1)・(2)*
・中国語Ⅱ-(1)・(2)*
・仏語Ⅱ-(1)・(2)*
・独語Ⅱ-(1)・(2)*
・社会⼈基礎⼒演習*

看護師国家試験受験資格

2年次

・Advanced English
   Achievement*

・データベース論*
・情報ネットワーク論*
・問題解決演習*
・⽇本語ライティング*

・ケアリング論
・看護研究
・精神看護学演習Ⅰ・Ⅱ
・成⼈看護学演習Ⅰ・Ⅱ
・⽼年看護学演習Ⅰ・Ⅱ
・⼩児看護学演習Ⅰ・Ⅱ
・⼥性看護学演習Ⅰ・Ⅱ
・在宅看護学演習Ⅰ・Ⅱ
・看護教育学*
・看護実践論
・キャリア像確⽴講義Ⅱ*
・専⾨看護学ゼミ
・家族看護学

・保健社会調査論*
・臨床⼼理学*

⼈⽂科学、社会科学、⾃然科
学、総合科⽬の全31科⽬より
選択

・養護概説***・病態看護学Ⅰ・Ⅱ
・看護薬理学
・⽣態・病態看護学実験
・シンプトンマネジメント論
・フィジカルアセスメント論
・看護過程
・看護倫理学
・精神看護学概論
・精神看護学
・成⼈看護学概論
・成⼈急性看護学
・成⼈慢性看護学
・⽼年看護学概論
・⽼年看護学
・⼩児看護学概論
・⼩児看護学
・⼥性看護学概論
・⼥性看護学
・在宅看護学概論
・在宅看護学
・公衆衛⽣看護学Ⅰ
・チーム医療論
・災害看護学
・国際看護学*
・医療安全
・看護情報学＊

・疫学*
・保健統計学
・健康科学***
・精神保健学*
・東洋医学概論
・保健医療福祉⾏政論Ⅰ

全学共通科⽬
全学横断型科⽬ 看護学部専⾨科⽬看護学部専⾨基礎科⽬

・精神看護学実習
・成⼈急性看護学実習
・成⼈慢性看護学実習
・⽼年看護学実習Ⅱ 
・⼩児看護学実習
・⼥性看護学実習
・在宅看護学実習

・統合実習

・基礎看護学実習 Ⅱ 
・⽼年看護学実習 Ⅰ

・基礎看護実習Ⅰ

・養護実習**

・教師論***

・教育学概論B***
・教育と社会・地域***
・発達⼼理学Ⅰ-A***
・憲法***

・特別の⽀援を必要と
する⼦供の理解***

・教育課程編成論***
・道徳教育A***
・特別活動・総合的な

学習の時間***
・教育⽅法論***

・⽣徒指導論A***

保健師サブコース

養護教諭サブコース

・公衆衛⽣看護学実習Ⅰ**
・公衆衛⽣看護学実習Ⅱ**

★

★

令和３年度版

思考・判断・表現 主体性・多様性・協働性

DP1 DP2 DP3 DP4

・現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。
・⼈間を理解するための学術的な幅広い知識を有している。
・看護の専⾨知識および専⾨領域に隣接する諸科学の知識を有し
 ている。

・現代において求められる汎⽤的技能を⾝につけている。
・健康を維持・増進するための基礎的技能を有している。
・安全で適切な看護を提供するための専⾨的技能を有している。
・看護学に関する課題について、先⾏研究や各種の資料を検索・
 情報収集し、分析できる。

・現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必
 要な情報を収集、分析し、表現することができる。
・看護学に関する課題について、先⾏研究や各種の資料を検索・
 情報収集し、分析した成果を表現できる。
・⾼い倫理観をもち、対象が抱えている健康問題の本質を多⾓的
 視点から論理的に思考・判断できる。
・他者の意⾒を受け⼊れる柔軟な思考もち、⾃らの意⾒を適切に
 表現することができる。

・異なる⽂化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共
 に⽣きていく姿勢を⾝につけている。
・健康・医療に関する諸問題に主体的に取り組む⼒を⾝につけて
 いる。
・⼈々の健康の維持増進、⽣活の質向上のために、多職種と連携
 する基礎的な⼒を⾝につけている。

知識・技能



思考・判断・
表現

主体性・多様
性・協働性

遺伝学 2 講義 芋川浩

本講義では、染色体やＤＮＡの構造や機能といっ
た遺伝学の基礎的な知識を学び、さまざまな疾病
や生命現象を分子生物学的に分析・判断できるこ
との重要性を理解する。また、ヒトゲノム解読な
ど人類の遺伝学やゲノム医学の発展を概観するほ
か、クローン技術や再生医療など、遺伝学に基礎
をおく最新の生命医療技術とその応用についての
疑問点やその未来を理解・考察できる。

○ 〇 ○

栄養学 2 講義 青木哲美

人間にとって「食べることは生きること」という
視点から、食のもつ特性や役割について基礎知識
を得ると共に、社会と疾病構造の変化による健
康・栄養問題を知る。これにより食を総合的にと
らえ、健康を保持・増進し、QOL（生活の質）の
向上を目指した望ましい食生活のあり方につい
て、看護にかかわる者としての役割を理解する。
栄養チーム医療の一員として、栄養ケアプランの
作成、実施、評価方法を修得する。

〇 〇

疫学 2 講義 増滿誠

疫学の基本的事項を理解することを目的に、疫学
の考え方、疫学指標と疫学研究について学ぶ。あ
わせて、疫学研究で用いられる概念、用語、統計
学的手法についても解説する。 〇 〇 〇 〇

保健統計学 2 講義 松浦賢長

授業「公衆衛生学」（1年次）にて扱われた知識

〇 〇

保健社会調査論 2 演習 小出昭太郎

疾病構造の変化などに伴い、保健・医療・看護の
領域において、行動・生活・意識・社会環境など
についての科学的な把握の重要性が増してきてい
る。そのための有力な方法の1つである、質問紙
と統計的分析を用いた社会調査について、講義と
演習によって学ぶ。

〇 ○ 〇

健康科学 2 講義 松浦賢長

科学的根拠に基づいた健康と運動の概念や運動が
健康に与える影響を学習し、自己の健康維持・増
進につ
いて考える。また、医療従事者を目指す者とし
て、運動器の障害や介護予防等の観点から、運動
の重要性について学んでいく。

〇 〇

臨床心理学 2 講義 岩橋宗哉

臨床心理学の成り立ちについて学ぶ。クライエン
トへの基本的なかかわり方、理解のし方について
事例を通して学習する。現代の代表的な臨床心理
学の理論である、精神分析、体験過程療法、認知
行動療法についての基本的な考え方について学習
する。

〇 〇

精神保健学 2 講義 小嶋秀幹

公認心理師、精神保健福祉士、保健師、養護教諭
等、将来、精神保健福祉に従事する学生に必要な
精神保健学の基礎知識を講義する。最近の精神保
健のトピックスについても随時紹介する。 〇 〇

東洋医学概論 1 講義 増滿誠

東洋医学の観点から基本的病態、診察（看護）実
技を教授する。臨床現場の患者事例を通じ、学ん
だ知識・技術から“ホリスティックに人を捉え
る”、“気づきの看護”とは何かを考え、広い視
野で人を看る力を身に付けることを目指す。毎
回、講義内容に準じた診断実技（演習）を行い、
知識と技術を関連させた理解を図る。

〇 〇 〇 〇

保健社会学 1 講義 小出昭太郎

この授業の目的は、保健・医療・看護と社会との
様々な関わりを理解し、それによって保健・医
療・看護に対するより多角的な視点を身につける
ことである。たとえば、ある人がどれほど健康で
いられるかということに対しては、生物学的な要
因だけでなく様々な要因が影響を及ぼしており、
その人がいる社会的な環境もそれらの要因の１つ
である。

〇 ○

保健医療福祉行政論Ⅰ 1 講義 四戸智昭

保健・医療・福祉の臨床現場で働く際に求められ
る必要な制度や政策について学ぶ科目である。少
子・高齢の時代を迎えた現代社会においては、従
来の保健や福祉の制度や政策が大きな転換点を迎
えている。また従来の仕組みが新しい人々の生活
に対応できなくなったり、従来の保健・医療・福
祉の枠組みの変換だけでは、人々の幸せを維持で
きなくなりつつある。保健・医療・福祉の専門職
が、相互に連携を取りながら、この新しい局面に
対応していくことが求められる。この科目では、
保健・医療・福祉の制度や政策について、特に専
門職種の連携という視点から理解を深めるととも
に、人々の生活上の問題や健康問題を取り上げな
がら、人々を支える行政システムについて深い理
解をすることが目的である。

〇 〇

保健医療福祉行政論Ⅱ 2 講義 四戸智昭

現在、わが国は未曽有の少子・高齢の時代を迎え
ている。人々の生活の基盤を支える保健・医療・
福祉制度や政策は、この時代の変化に対応すべく
大転換を求められようとしている。またこういっ
た大転換にあっては、制度や政策がそこに住む
人々の生活に細やかに対応するために、より柔軟
で、スピーディーな対応が地方自治体には求めら
れる。本科目では、主に住民の健康維持活動の担
い手となる保健師に必要な保健・医療・福祉制度
や政策について理解を深めることが目的である。
またこれまでよりもさらに住民主体の保健制度や
福祉制度を地域で構築するために、保健や福祉に
対する住民ニーズの把握や、新しい計画や施策の
立案に必要な素養を養うことも本講義の重要な目
的である。

〇 〇

公衆衛生学 2 講義 松浦賢長

民主主義の方法に関する知識と、国際関係に関す
る知識

〇
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看護学部：専門基礎科目

授業科目の区分と科目名
単位

授業
方法

授業概要

必修 選択

DP2 DP3 DP4

開設時期
（標準履
修年次）

科目責任者

知識・技能

DP1



思考・判断・
表現

主体性・多様
性・協働性

生態機能看護学Ⅰ 2 講義 江上千代美

看護の基礎となる人体の構造と機能について講
義する。すべての生命体は外界からの刺激を受
け止め、外界とのやりとりを通して個体の維持
を行うとともに、種を存続させていく。人間が
「生きている」および「よく・うまく・たくま
しく生きていく」ための脳の構造と機能を学
び、動物としての人間が人間らしく存在するた
めに必要な「運動」と「休息」についても学
ぶ。

〇 〇 〇

生態機能看護学Ⅱ 2 講義 江上千代美

看護の基礎となる人体の構造と機能について講
義する。人間は外部環境から生体に必要なもの
を取り入れ、 体内で使用した老廃物や不要物を
排泄している。そのため人体には細胞をとりま
く内部の状態（内部環境）をできるだけ恒常に
保つ仕組みが備わっている。この内部環境の恒
常性維持を中心に、物質の運搬とその経 路、及
び物質の摂取と排泄について学ぶ。

〇 〇 〇

生態機能看護学Ⅲ 1 演習 江上千代美

人間の健康状態を的確に把握するために、胎生
期・幼年期～老年期に至る人体の正常な状態の
変化を理解し、正常の生態機能をもとに生態機
能が異常になった事例の看護を考える。正常な
人体の構造と機能を理解し、事例で応用できる
力を養う。

〇 〇 〇

看護生化学 2 講義 芋川浩

生物のからだを構成する物質とその機能を理解
するために必要な生化学の基礎的な知識を学
び、さまざまな生命現象や疾病のしくみを理解
できることを目的とする。また、最近の生命科
学の発展は目覚しく、分子生物学などの方法を
応用した医療技術が日々進歩している。本講義
では、最新の医療技術とその成果についての理
解を深め、応用できることも目標としている。

○ ○ ○

病態看護学Ⅰ 2 講義 江上千代美

組織や細胞の変化、修復と再生などを理解し、
先天異常、代謝異常、循環障害、炎症、腫瘍、
免疫とアレルギーなどについて病因、経過、形
態について学ぶ。さらに疾患における臓器、組
織の形態と機能の変化について学ぶ

〇

病態看護学Ⅱ 2 講義 塩田昇

疾患の頻度や臨床的重要度にもとづいて、典型
的な症例を中心に、症候から鑑別診断・確定診
断へと至る思考の進め方や各種検査の意義、さ
らに治療方法について解説する。

〇

看護薬理学 2 講義 竹内　弘、東　泉

薬物治療において看護師の果たす役割は大き
い。誤薬の防止、治療効果の確認、有害作用の
早期発見と予防、服薬に関する患者指導、患
者・家族に対する治療の説明など、に必要とな
る薬理学の基礎知識と薬物
治療の基本すなわち、１.薬物の体内動態と作用
部位、２.薬物の作用機序と薬理作用（どうして
薬が効くの
か）、３.薬物の臨床適用（どのような効果を示
すか）、４.薬物の副作用とその対策、について
学ぶ。

〇

感染・免疫看護学演習 1 演習 杉野浩幸

看護師として知っておくべき細菌・ウイルス・
真菌感染症、免疫の基礎について概説する。感
染症の症状について理解し、第三者に的確に説
明できることを目標とする。

〇

生態・病態看護学実験 1 実験 江上千代美

人体の構造と機能をより理解するために、自ら
経験する実習を通して、人体の生理的反応を捉
える。また、人体解剖見学及び動物の解剖を通
して、正常な臓器や組織の観察を行い、生体の
構造や機能の理解を深める。さらに、手指・鼻
腔などから細菌の検出を行い、感染防御の基礎
的知識を修得する。

〇 〇 〇 〇

基礎看護学概論 2 講義 永嶋由理子

看護は対象の健康的な生活や自立の獲得に向
け、直接的なかかわりを通して実現される実践
活動である。この科目では、実践活動の基盤と
なっている「ホリスティックな人間の見方」
「健康のとらえ方」「環境のとらえ方」「看護
とは何か」を柱に、目的論・対象論・方法論を
ふまえながら学ぶ。また看護はどのような歴史
的変遷をたどってきたのか、保健医療の中にお
ける看護の専門性・独自性についても学んでい
く。さらに看護の役割は何かについても理解を
深めていく。

〇 〇 〇

基礎看護技術論 2 演習 永嶋由理子

看護技術の理論的な根拠を理解し、対象の健康
状態や発達段階等の個別性に応じて臨機応変に
活用できるように看護の基本技術を修得する。
現在用いられている看護技術は、実践の中で検
証が重ねられているが、そのような成果を学ぶ
とともに、看護技術を検証する能力も身につけ
る。

〇 〇 〇 〇

ケアリング論 2 講義 石田智恵美

ケアリングは看護実践の基盤となる概念である
とともに、看護者と対象との関係のあり様を示
している。この科目では、ケアリングの歴性的
背景を踏まえ、ケアリングが行われていると考
えられる現象を探求し、ケアリングに携わる者
に求められる事柄について考察する。

〇 〇

看護学部：専門科目
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シンプトンマネジメント論 1 演習 永嶋由理子

さまざまな疾病や治療に付随するシンプトン
(Symptom)を理解し管理・緩和することは、患者
に安楽をもたらしQOLの向上を目指す看護にとっ
て非常に重要なことである。この授業では、 看
護の視点から、症状マネジメントの概念、構成
要素、そして患者の症状体験の全容を理解し、
症状を管理・緩和する実践についてその科学的
根拠とともに学ぶ。

〇 〇 〇

フィジカルアセスメント論 2 演習 永嶋由理子

対象者の健康状態を把握するために必要なフィ
ジカルアセスメントの知識と技術について学
ぶ。ここでは、フィジカルアセスメントの目的
と意義、解剖・生理学的知識に基づくフィジカ
ルアセスメントの実際と援助技術について学
ぶ。 〇 〇 〇

看護過程 1 演習 永嶋由理子

看護を系統的かつ科学的に看護実践できる基礎
的能力を養うために、方法論としての看護過程
を講義・演習を通して学ぶ。ここでは、看護過
程の意義や目的を理解するとともに事例を用い
て具体的な展開方法を習得していく。また、演
習を行うなかで、問題解決能力や批判的思考能
力を育成する。 〇 ○ 〇

看護研究 2 講義 石田智恵美

看護師が科学的な実践を行っていくうえで、そ
の基盤となる知識を形成する看護研究は非常に
重要である。この科目では、将来学生が、実践
者として研究から見出された知識を正しく理解
し臨床で活用できる能力を身に着けることをね
らいとする。また、看護の事象を科学的に捉え
分析するための基礎知識として、看護研究にお
ける様々な研究方法についても学ぶ。

〇 〇 〇

看護倫理学 1 演習 永嶋由理子

倫理の原則や倫理規定から看護職に求められる
倫理を考える。また、現在の医療・看護の場に
おいて看護職が直面する倫理的問題や課題につ
いて事例を通して検討し、看護職としての倫理
観を構築する。

〇 〇 〇

基礎看護学実習Ⅰ 1 実習 永嶋由理子

実習を通して「人間」「環境」「健康」「看
護」の実際について知り、看護への理解を深め
ることができる。また、その過程で看護につい
て関心を高め、主体的な学習態度を身につける
ことができる。

〇 〇 〇

基礎看護学実習Ⅱ 2 実習 永嶋由理子

受け持ち患者に対する理解を深め、患者の看護
の必要性をニードの視点から見出す。さらに、
患者のニード充足のために既習得技術を活用し
て看護援助を実践できる基礎的能力を身につけ
る。

〇 〇 〇

精神看護学概論 1 講義 村方多鶴子

個人や家族の精神の健康課題・発達段階・セル
フケアレベル・生活の場や状況に応じて、看護
の 対象者の希望やニーズに添って、他の専門職
者と協働して看護を提供するために必要な、精
神 保健看護の歴史、法律、看護理論および看護
に関連する理論や看護技術について学ぶ。

〇 〇2
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精神看護学 2 講義 村方多鶴子

個人や家族の精神の健康課題・発達段階・セル
フケアレベル・生活の場に応じて、看護の対象
者の希望やニーズに添って、他の専門職者と協
働して看護を提供するために必要な看護の方法
や態度を学ぶ。

〇 〇

精神看護学演習Ⅰ 1 演習 村方多鶴子

援助関係を構築する技術とロール・プレイング
を使った看護過程のグループワーク、看護上の
出来事の再構成の個人ワークにより、他者理解
と自己理解を深め質の高い看護を提供する能力
を養う。またそれらの過程を通してグループで
学び合い、教え合う教育臨床の風土を醸成す
る。

〇 〇 〇 ○

精神看護学演習Ⅱ 1 演習 村方多鶴子

ペーパーペイシェント事例にオレム-アンダー
ウッドモデルを適用し、看護過程を展開する能
力を養う。その過程を通してグループで学び合
い、教え合う教育臨床の風土を醸成する。

○ 〇 〇 ○

精神看護学実習 2 実習 村方多鶴子

精神に病や障害をもつ人とその家族との援助的
人間関係を築き発展させ、一日も早くその人ら
しい生活を取り戻せるようセルフケアを援助す
る為の臨床の知識、技術、態度を自己の経験の
振り返りを通して実践的に修得する。また、そ
れらの人々との関係を通して援助の担い手とし
ての自己を見つめる能力を養う。

○ ○ ○ ○

成人看護学概論 1 講義 福田和美

成人各期の身体的機能の特徴、成人期の社会お
よび生活状況からの特徴、役割をホリスティッ
クに理解する。成人期にある個人とその家族を
対象とし、成人期の健康の特徴や起こりやすい
健康の危機的状況をふまえ、成人期の健康の保
持・強化、疾病予防について理解を深め、健康
を支援していくための援助について学ぶ。

〇 〇

成人急性看護学 2 講義 福田和美

成人期の特徴をふまえ、健康障がいの急性期に
ある対象者の看護について学ぶ。特に周手術期
の看護を中心に、侵襲からの回復過程と回復を
促すケアについて学ぶ。また、対象者を取り巻
く家族、重要他者を含めた心理的、社会的支援
について学ぶ。

○ 〇 〇
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成人慢性看護学 2 講義 福田和美

成人期において慢性の健康障害や機能障害を有
する対象およびその家族の特徴について理解
し、その看護について学ぶ。終末期にある対象
およびその家族の特徴について理解し、その看
護について学ぶ。終末期の患者の家族への支
援、チームアプローチ、倫理的問題について学
ぶ。 〇 〇 〇

成人看護学演習Ⅰ 1 演習 福田和美

成人期にある対象者の疾患や治療の状況を把握
しながら、病態に応じた看護過程の展開を学
ぶ。また、基礎看護学で学んだ看護技術を対象
者の看護の状況に合わせて選択するための根拠
と評価のポイントを学ぶ。

〇 〇 〇 〇

成人看護学演習Ⅱ 1 演習 福田和美

基礎看護学で学んだ技術を用いて、成人期の看
護の状況に応じた看護技術の実践を学ぶ。対象
者の状態に即した看護技術の選択とその根拠を
明確にしながらシミュレーションし、安全で安
楽な実践方法について学ぶ。看護技術を実践す
る場合の対象者への倫理的配慮について学ぶ。

〇 〇 〇 〇

成人急性看護学実習 3 実習 福田和美

健康障害や機能障害を持ちながら生活している
人をホリスティックに理解し、対象者及びその
家族が直面している健康問題とその援助方法を
具体的に学び、実践するための基本的な能力を
身につける。特に急性期においては、急性期に
ある対象者の特徴を理解し、対象者の生命力の
消耗を最小限にして、生命維持・健康回復を促
すための援助を身につける。 〇 〇 〇 〇

成人慢性看護学実習 3 実習 福田和美

慢性疾患による健康障害や機能障害を持ちなが
ら、長期にわたってコントロールしながら生活
している成人をホリスティック（全人的）に理
解し、対象およびその家族の生活の質（QOL）の
維持・向上を支援する看護を身に付ける。

〇 〇 〇 〇

老年看護学概論 1 講義 檪　直美

老年期にある人とその家族を多角的に捉え、特
徴の理解を深め、健康生活を目指した看護の基
礎的知識を学ぶ。また、社会の動向と老年看護
の歴史を学び、倫理的側面から老年看護の果た
す役割と課題について考察する。地域で生活す
る高齢者との対話から、生き方、健康生活を送
る上での工夫、家族への思い、余暇の過ごし
方、生活環境と暮らしぶりから、全人的に理解
し、老年期にある人と若者が自ら健康的に老い
ることについて考察する。

〇 〇

老年看護学 2 講義 檪　直美

老年期の心身機能の加齢変化に伴う疾病の特徴
を理解し、健康障がいをもつ対象の健康課題を
とらえるための基礎的知識を学ぶ。さらに老年
期にある人とその家族の課題解決にむけての看
護ケアの方法について考察する。また保健・医
療・福祉の制度を通して健康支援システムの理
解および多職種との連携における看護の役割と
機能を学ぶ。

〇 〇 〇

老年看護学演習Ⅰ 1 演習 檪　直美

老年期にある対象者とその家族をホリスティッ
クな視点でとらえ、既習知識を活用して健康生
活をアセスメントし健康課題を導き出す。また
老年期に多いADL機能の低下や認知症高齢者など
の事例を通して体験学習を行う。その体験を通
して健康課題を解決できる看護実践方法を考察
し、基礎的看護技術を学ぶ。 〇 〇
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老年看護学演習Ⅱ 1 演習 檪　直美

老年看護に関する講義・演習・実習とこれまで
の実習における経験の意味を探求し、自らの課
題を見いだす。課題を解決するための計画を立
案し、課題解決能力を養う。

〇 〇 〇

老年看護学実習Ⅰ 1 実習 檪　直美

老年期にある人の特徴を理解し、健康生活のサ
ポート・システムを考える能力を養う。

〇 〇 〇

老年看護学実習Ⅱ 3 実習 檪　直美

健康課題を持つ老年期にある人と共に生きる家
族の特徴を理解し、健康生活を支援するための
基礎的な看護実践能力を養う。

〇 〇 〇 〇

小児看護学概論 1 講義 田中美樹

生涯発達の視点から小児期について概説する。
小児各期の成長発達を理解するために形態的・
機能的発達、心理社会的発達および、小児と家
族を取り巻く社会や状況を概説する。

〇 〇

小児看護学 2 講義 田中美樹

小児看護学概論の内容をふまえ、健康問題およ
び障がいをもつ小児の特徴、健康問題をもつ小
児と家族の看護、症状を示す小児の看護、検査･
処置･手術を受ける小児の看護などを解説する。
また、小児期の主要な疾患の病態･症状･診断･治
療を概説し、病態･経過にそった看護を解説す
る。 〇 〇

小児看護学演習Ⅰ 1 演習 田中美樹

様々な状況にある子どもと家族に対して、小児
看護が果たす役割につていて学ぶ。また、小児
看護技術の特徴（処置を受ける子どもへの説明
と同意や家族支援などを含む）を理解し、様々
な状況に応じた看護技術の演習を行う。さら
に、小児期特有の疾患の事例をもとに看護過程
を展開する。

〇 〇 〇 〇

小児看護学演習Ⅱ 1 演習 田中美樹

事例をもとに子どもの発達段階や状況をアセス
メントした上で、優先順位をふまえた看護技術
の演習を行う。さらに、子どもの権利を尊重し
た看護について理解を深めることができる。

〇 〇 〇 〇

小児看護学実習 2 実習 田中美樹
あらゆる健康レベルの子どもと家族を総合的に
理解し、日常生活や状況に応じて、子どもと家
族を尊重した看護を実践できる能力を養う。

〇 〇 〇 〇
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試行・判断・表現性・多様性・協

➀ ④ ➇ ⑫

女性看護学概論 1 講義 石村美由紀

1． 女性の健康支援に必要な主要概念を理解
し、女性とその家族のライフサイクルを通した
健康支援を学ぶ。
2．生活している包括的な人間としての女性とそ
の家族に行うホリスティックケアの必要性を学
ぶ。

○ ○ 〇

女性看護学 2 講義 石村美由紀

妊産褥婦および新生児を、リプロダクティブ・
ヘルス/ライツ、プライマル・ヘルスの視点から
理解し、エビデンスに基づいたケアを学ぶ。

〇 〇 〇

女性看護学演習Ⅰ 1 演習 吉田静

１．女性とその家族を対象にライフサイクルを
通した教育やケアを実践するために必要な技術
を学ぶ。
２．妊産褥婦および新生児に必要なケアの実践
に向けて事例を用いた情報分析とアセスメント
を行い、看護過程を学ぶ。 〇 〇 〇 〇

女性看護学演習Ⅱ 1 演習 吉田静

１．女性看護学演習Ⅰで習得した技術をさらに
洗練させ、論理的根拠に基づき実施する。
 ２．事象の意味をホリスティックケアモデル、
リプロダクティブヘルス/ライツ、プライマ
ル・ヘルスの概念に基づき探求する姿勢を身に
つける。

〇 〇 〇 〇

女性看護学実習 2 実習 石村美由紀

１．妊産褥婦・新生児の特徴を理解し、実際に
看護過程を展開することで、適切な看護を実践
する能力を培う。
２．生命の神秘・尊厳を考えることができる。
３．退院後の生活、家族関係など、対象者を多
角的に理解することができる。
４．ホリスティックケアモデル、リプロダク
ティブ・ヘルス／ライツとプライマル・ヘルス
の概念に基づき考察できる。
５．受け持ち看護、カンファレンス運営などを
通して、コミュニケーション能力を培う。
５．多職種との協働・連携を学ぶ。

〇 〇 〇 ○

在宅看護学概論 1 講義 吉田恭子

在宅で生活する療養者及び家族をホリスティッ
クにとらえ、地域で安心してその人らしい生活
ができるよう、看護師の役割と機能及び仕組み
等、在宅看護の基礎を学ぶ。 ○ 〇

在宅看護学 2 講義 吉田恭子

在宅で生活する療養者および家族をホリス
ティックにとらえ、地域で安心してその人らし
い生活ができるよう、看護師の役割と機能およ
び仕組み等、在宅看護の基礎を学ぶ。さらに、
保健福祉医療サービス等の社会資源を活用しな
がら、在宅生活を可能にする他職種連携や在宅
ケアにおける倫理問題等について学ぶ。

〇 〇

在宅看護学演習Ⅰ 1 演習 吉田恭子

在宅看護学における看護過程の特徴を理解する
ために、事例を用いて具体的な展開方法を習得
する。

〇 〇 〇 〇

在宅看護学演習Ⅱ 1 演習 吉田恭子

在宅で生活する療養者及びその家族の生活や健
康課題に対し、援助するための技術や方法につ
いて理解するとともに、それらを実践する能力
を習得する。

〇 〇 〇 〇

在宅看護学実習 2 実習 吉田恭子

在宅で生活する療養者及び家族の健康課題をホ
リスティックにとらえ、看護過程を展開しなが
ら、在宅療養における在宅看護の機能・役割及
びその特性を理解する。

〇 〇 〇 〇
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チーム医療論 1 講義 尾形由起子

超高齢社会の到来、医療の高度化・IT 科に伴
い、様々な課題を抱える現代の医療現場におい
て、質の高いサポートを実現するためには、患
者や対象者に対して、様々な専門職が連携して

治療やケアにあたり、チ
ーム医療における看護師の役割と今後の可能性

について理解する。
〇 〇 〇 〇

災害看護学 1 講義 尾形由起子

災害看護の基礎知識として、災害サイクルに応
じた活動現場別の看護、被災者特性に応じた看
護展開、災害とこころのケア、災害看護活動の
課題、具体的な発災直後から回復過程、さらに
は防災における看護展開の概要について学ぶ。 〇 〇 〇

国際看護学 1 講義 石田智恵美

グローバル化している現代は、海外に出かけな
くても、日常生活の中で国際的な視野を必要と
される場面が多い。国際看護論では、世界の健
康問題と看護の現状およびその課題について学
び、看護実践を行う際に必要となる国際的な視
野を養う。将来海外で看護を実践したいという
学生のためだけではなく、日本の中での看護実
践に役立つ考え方や見方ができる能力を身に付
ける。

〇 〇

医療安全 1 講義 江上千代美

DP2：
+K66:V66看護への興味・関心を持ち、学習への
積極的態度を示すことができる
DP10：
①基礎的なコミュニケーション技術を使って対
象と接することができる。

〇 〇 〇

看護管理論 1 講義 石田智恵美

看護管理は、看護師が対象者(患者)に提供する
ケアのマネジメントを核として、それを包含し
た看護サービス全体のマネジメント、さらに制
度・政策との関連を含めた概念である。本授業
では、看護の提供および患者の安全確保のため
に必要な、看護マネジメントの基礎的知識を獲
得する。

〇 〇

看護教育学 1 講義 石田智恵美

これまで受けてきた教育を通して、教育とは何
かについて考える。また、看護領域における教
育について、歴史・思想・制度・目的・方法な
どを学び、看護教育に関する現状と課題、将来
の展望について考察する。

〇 〇 〇

看護実践論 1 演習 石田智恵美

３年次の実習への導入として、実習中に起こり
得る出来事をシミュレーションし、未来を予測
した問題解決を実践する。また、個人ワークに
基づいたグループワークを行うことで、自らの
判断基準を広げる。その方法として、ポート
フォリオを活用したプロジェクト学習・ワーク
シートを活用した演習を行う。看護実践の一貫
としてCPR（心肺蘇生法）を演習する。

〇

看護情報学 1 演習 増滿　誠

「看護情報学とはコンピュータサイエンスと情
報科学、看護科学を組み合わせることによって
看護についてのデータ、情報、知識の処理と管
理を行い、臨床看護と看護ケアの提供を支援す
るものである」という定義を踏まえ、看護にお
ける情報について、情報を得ること、その捉
え、活用方法を演習（CST：コミュニケーション
感性トレーニング）を通して体系的に学ぶ

〇 〇 〇 〇

キャリア像確立講義Ⅰ 1 講義 松浦賢長

本授業は、多様な価値を理解し共有する学生を
養成し、「しなやか使命感」を有する看護職者
の育成を目指し、九州・沖縄の 8 つの看護系大
学と 5 つの専門機関（ステークホルダー）が連
携しビデオオンデマンドシステム（VOD）による
講義を展開する。「しなやか使命感」の構成要
素である規律性、協調性、積極性、柔軟性を身
につけるため、看護の第一線で活躍する看護専
門職者が講師となり、さまざまな分野での経験
を教授していく。看護の分野も多岐にわたって
おり、将来の理想の看護師像を広い視野を持っ
て描くことを目的とする。

〇 〇 〇

キャリア像確立講義Ⅱ 1 講義 松浦賢長

本授業は、多様な価値を理解し共有する学生を
養成し、「しなやか使命感」を有する看護職者
育成のために、九州・沖縄の 8 つの看護系大学
と 5 つの専門機関（ステークホルダー）が連携
協力し、ビデオオンデマンドシステム（VOD）に
よる講義を展開する。「しなやか使命感」の構
成要素である規律性、協調性、積極性、柔軟性
を身につけるため、看護職者として活躍する連
携大学の卒業生より講話を看護の聞き、学生の
時期に身につけておきたい専門職者の特性や能
力、看護職者として就職した際の悩みや困難感
についての講義を通し、より実際的な看護師像
を描くことを目的とする。

〇 〇 〇

統合実習 2 実習 石田智恵美

既習の知識・技術を統合し、臨床現場に即した
実践能力や問題解決能力を養う。また看護を科
学的に探究することを通して、看護への関心と
意欲を高め、自己の看護観を深める。

〇 〇 〇 〇
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専門看護学ゼミ 2 演習

これまでの学習を通して、疑問や興味関心を
持った看護上の現象や問題点について探究す
る。その過程
を通して論理的思考や倫理的態度を養うと共
に、研究を進めていく上で必要な基礎知識を習
得する。

〇 〇 〇 〇

卒業研究 2 演習

これまでの学習を通して、疑問や興味関心を
持った看護上の現象や問題点について探求す
る。その過程を通して論理的思考や倫理的態度
を養う。疑問や興味、関心を持った看護上の現
象や問題点について、自ら探求し、その結果か
ら自らの考え方を導き出し、論文としてまとめ
る。 〇 〇 〇 〇

公衆衛生看護学Ⅰ 2 講義 尾形由起子

公衆衛生の理念を基盤とした看護活動の意義を
理解するとともに、地域で生活する全ての人々
を対象とした公衆衛生看護活動の特徴と基本的
な考え方を学ぶ。
生活者、家族、小集団、コミュニティを対象に
予防的視点で活動する公衆衛生看護活動につい
て、ライフサイクル、健康課題、活動の場等異
なる視点から多角的に学ぶ。

〇 〇

公衆衛生看護学Ⅱ 2 講義 尾形由起子

PDCAサイクルに基づく公衆衛生看護活動の展開
プロセスについて学ぶ。
公衆衛生看護活動における対象の捉え方、健康
ニーズの把握、ニーズに基づく地域の保健活動
の目標設定、活動計画の立案、評価について学
ぶ。また、対象別の支援方法と保健事業実施計
画の企画立案、評価方法を学び、施策化・事業
レベルの展開プロセスについても理解する。

〇 〇

公衆衛生看護学Ⅲ 1 講義 尾形由起子

公衆衛生看護活動における健康課題の把握や課
題解決の基本となる理論や科学的根拠を確認
し、臨地実習の体験と文献から健康課題を把握
する調査方法や課題解決方法を検討するための
研究方法について学ぶ。

〇 〇 〇

公衆衛生看護技術論Ⅰ 2 演習 尾形由起子

乳幼児虐待や生活習慣病等のハイリスク者の特
徴を理解し、対象の把握方法、個人・家族への
支援方法を学ぶ。
家庭訪問及び保健指導・健康相談の基本的な支
援技術を習得するため、ペーパーペイシェント
を用いた事例検討とロールプレイを行う。健康
課題に影響する環境要因を捉えて潜在的健康課
題を顕在化し予防的に働きかけ、健康弱者の代
弁者となって権利を擁護する保健師の支援方法
について学ぶ。

〇 〇 〇

公衆衛生看護技術論Ⅱ 2 演習 尾形由起子

公衆衛生看護活動における健康教育の意義とそ
の基盤となる理論について理解し、地域住民が
健康課題を主体的に解決することを目的とした
支援技術を習得する。
行動科学や学習理論に基づいた集団に対する支
援方法を学び、実習と連動させた演習で健康教
育の企画立案、実施、評価のプロセスを体験す
る。

〇 〇 〇

組織協働活動論 2 講義 尾形由起子

保健師が行う他職種・他機関との合意形成や協
働しながら継続的・組織的に健康課題を解決す
る方法、協働活動を開発、改善、管理する活動
方法について学ぶ。
地域を構成する組織・機関や制度、仕組みを構
造的にとらえ、地域の課題解決能力を高めるた
めの連携・協働活動の意義と必要性について理
解する。また、行政施策への住民参加、地域組
織化活動の意義を理解し、住民との協働活動に
ついても学ぶ。

〇 〇 〇

公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅰ 1 演習 尾形由起子

公衆衛生看護活動の活動展開の基盤となる地域
のアセスメント方法を学ぶ。
コミュニティアズパートナーモデルを用いたコ
ミュニティを把握するために必要な情報の収集
方法と、人々の健康課題を把握するためのアセ
スメント方法を学ぶ。 〇 〇

公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅱ 2 演習 尾形由起子

公衆衛生看護活動の展開につながる地域のアセ
スメント技術を習得するため、実習先の地域の
情報を収集しアセスメントを行い、抽出した健
康課題をもとに必要な活動を検討する。
把握した地域の特徴と健康課題を資料化して意
見交換を行い、プレゼンテーション技術や討議
の進め方について学ぶ。

〇 〇 〇

公衆衛生看護管理論 2 講義 尾形由起子

公衆衛生看護活動におけるマネジメントの考え
方と意義について理解し、行政の保健師の役割
と管理活動について学ぶ。
行政組織の予算管理、人事管理、事業管理の実
際、地域ケアシステムの構築とケアサービスの
質の管理、政策決定及び施策化への関わり、災
害等健康危機管理における行政の活動について
学ぶ。

〇 ○ 〇
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公衆衛生看護学実習Ⅰ 1 実習 尾形由起子

公衆衛生看護活動の対象である地域と保健師の
活動の実際を学び、行政における保健師の役割
と活動方法について理解する。
保健所で実習を行い、主に保健師の活動に参加
する。地域の保健医療福祉関連情報を収集して
健康課題を検討し、個別支援の対象者に関する
情報収集とアセスメント、支援計画を検討す
る。

〇 〇 〇

公衆衛生看護学実習Ⅱ 4 実習 尾形由起子

公衆衛生看護学実習Ⅰをもとに抽出した健康課
題を踏まえ、保健所管轄区域内の市町村を中心
に実習を行う。
公衆衛生看護活動における基本的な支援技術を
習得するため、保健事業の企画・立案、実施、
評価の過程に参画するとともに、継続した家庭
訪問又は保健指導を行う。個人・家族と集団や
組織への支援を連動させた公衆衛生看護活動の
実際について学ぶ。また、保健福祉医療システ
ムの構築における関係機関や他職種との連携
や、保健医療福祉計画策定における保健師の施
策へのかかわり、住民組織への関わりなどの実
際についても学ぶ。

〇 〇 〇

家族看護学 1 講義 尾形由起子

健康問題や養育を必要とする人を抱えたとき、
家族が相互にどのように影響するのかを理解
し、家族成員が健康問題に対処する力を引き出
し支援するために必要な家族看護学の基本的な
理論と家族への援助方法について理解する。

〇 〇

養護概説 2 講義 松浦賢長

養護教諭の専門性に基づいた養護活動の基礎に
ついて学ぶことを目標に講義・演習を行う。
「保健室経営」「保健管理」「保健教育」「健
康相談」「組織活動」「安全」の視点から養護
教諭としての基礎的知識と技術を学び、その基
礎となる価値観を醸成することを目的とする。
さらに地域社会における学校保健の役割と養護
教諭の職務および期待されている役割、子ども
を取り巻く多様な健康問題とその支援方法につ
いて考える。

〇 〇

学校保健学 1 講義 松浦賢長

学校保健の歴史をふまえ、学校保健の意義、目
的や教育システムにおける位置づけを理解さ
せ、学校教育期の健康問題とその解決方法、学
校保健活動方法、関連職種との連携、学校看護
の機能と養護教諭の役割、児童・生徒・教職員
の健康管理のあり方等を教授する。また、学校
保健の今日的課題を演習し、その解決に向け
て、医療や地域保健との連携方法の実際を教授
する。

〇 〇

教職実践演習（養護教諭） 2 演習 松浦賢長

養護教諭の専門性に基づいた養護活動の実際に
ついて学ぶことを目標に演習を行う。保健室経
営、保健管理、保健教育、健康相談、組織活動
等の視点から養護教諭として必要な知識と技術
を学び、同時にそれらの基盤となる価値観を醸
成することを目的とする。さらに地域社会にお
ける養護教諭の職務と期待されている役割等に
ついても学び、広い視野で子どもを取り巻く今
日的な課題を考え、演習を通し、これらの子ど
もたちとその家族、そして地域への援助ができ
るよう資質の向上を図る。

〇 〇

養護実習事前事後指導 1 実習 松浦賢長

4年次の「養護実習」にあたっての事前指導と事
後指導を行うものである。事前指導では、養護
実習の意義と心構えについて講義し、観察参加
の心構え、観察の仕方とポイント、観察の具体
的内容、観察記録の書き方等を指導する。事後
指導では、養護実習を終えた後、養護実習の内
容と反省、意見などついて実習報告等の実習総
括を行う。これにより、養護教諭としての専門
的知識・技術・価値観を醸成する。

〇 〇

健康教育論 2 講義 松浦賢長

現代において、いじめ、不登校、薬物乱用、逸
脱した性行動、感染症、アレルギー、生活習慣
病等、子どもの健全なる発育や発達を阻害する
要因は深刻化しつつある。これらの様々な課題
に対応すべく、学校現場における養護教諭の
日々の実践において、ヘルスプロモーションの
理念に基づいた子どもの発育や発達への支援が
求められており、それに必要な健康相談活動の
理論及び方法について学ぶ。

〇

養護実習 4 実習 松浦賢長

教育の場において養護教諭によって行われてい
る保健教育及び保健管理等の実践を直接学び、
児童生徒の心身の健康上の問題及び健康保持へ
の指導・援助について理解する。そのために、
学校教育全体の組織・運営を理解し、学校保健
安全計画の作成及び実践に参加し、学校保健活
動における養護教諭の役割と活動内容を４つの
獲得能力の柱をもとに理解することを目的とす
る。

〇 〇
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